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された｡また,戦後の ｢書くこと (作文 ･綴り方)｣
教育復興の大きな契機となったとされる.国分一太

























A ｢『つ ゞり方』か "作文"か-学校作文への
反省-｣
朝日新聞 昭和27(1952)年3月1日












くこと (作文 ･綴 り方)｣教育に向けさせる契機に
もなった｡













































に,｢手紙 ･日記 ･記録 ･報告 ･研究 ･随筆｣(注2)































































































































録 ･報告 ･手紙 ･はがき･日記類 ･広告 ･ポス












































































































紙 ･日記 ･記録 ･報告-｣と羅列された文章形態を.
一つ一つの文種や技能としてだけ理解するところか




































































































































戦後の ｢書くこと (作文)｣は,戦前の ｢綴方｣と





















































































































































































た上で,教科の指導や学力と ｢書くこと (作文 ･綴
り方)｣の関係を,次のように述べている｡(注24)



























































































































(2) ｢昭和二十二年度 (試案)学習指導要領 国語
科編｣5ページ

























(18) ｢社説 教育の観念化を恐れる｣毎E]新聞 昭和
28(1953)年4月6日
(19)同上
但o)同上
(21) 同上
(22)今井誉次郎 ｢投書 生活綴り方の意義｣毎日新
聞 昭和28(0953)年4月20日
C23)同上
糾 同上
G25)恵那綴方の会 ｢私達の意見｣｢作文と教育｣誌
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